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玉村町の概況や上位関連計画におけるまちづくりの方向性、景観特性と景観の阻害要因

などの把握結果を踏まえ、景観づくりの基本的な考え方となる「まもり(保全)、いかす(活

用)」「つくる(創出)」「よいものにする(改善)」「そだてる(育成)」の４つの視点から、景観

課題を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「まもり(保全)、いかす(活用)」視点からみた景観課題 

守るべき景観を適切に守るとともに、これらを活かし、その魅力をさらに高める視点か

ら、景観課題は次のように把握されます。 

 

 ○上毛三山をはじめとする眺望景観の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜景観づくりの基本的な考え方＞ 

 『まもり(保全)、いかす(活用)』 

○守るべき景観を適切に守るとともに、これらを活かし、その魅力をさらに高める

こと 

 『つくる(創出)』 

○新しい玉村町の魅力、「誇りや愛着」の感じられる町の景観を創り出すこと 

 『よいものにする(改善)』 

○良好な景観を損ねている部分を取り除き、良いものとすること 

『そだてる(育成)』 

○住民共有の財産として、ともに育てていくこと 

＜町の概況＞ 

・ほぼ平坦な地形とまとまりのある優良

な農地の広がり 

・川幅の広い河川が西から東へ流下 

＜景観特性＞ 

・上毛三山や浅間山など、優れた周囲へ

の眺望 

・開けた空間が見通しを確保する河川空

間 

＜景観課題＞ 

・周囲の山並みへの見通しの確保による眺望の保全 

・背景の山並みと一体となった、田園風景や河川景観の保全 

・北部公園など、町内に点在する主要な眺望点の環境整備 

２ 景観課題の整理 



 

29 

 ○ふるさとを感じさせる田園風景の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○水辺景観の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○旧宿場町としての歴史的景観との調和・活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町の概況＞ 

・利根川が町のほぼ中央を貫流 

・烏川が町の南を流下 

＜景観特性＞ 

・水の豊かさを印象づけ、河畔の緑と一

体となって自然の豊かさを象徴する河

川 

＜景観課題＞ 

・自然の豊かさを象徴する景観軸としての保全 

・河畔の緑と一体となった水辺環境の保全 

・河川の水質保全と一層の維持管理の推進 

＜町の概況＞ 

・町の面積の 86.3％を占める農業振興

地域、38.3％を占める農地 

＜景観特性＞ 

・まとまりのある農地が広範に広がる景

観構成 

・季節とともに彩りを変える、ふるさと

を感じさせる田園景観 

＜景観課題＞ 

・農地の保全と適切な維持管理 

・景観作物の栽培などによる耕作放棄地の有効活用の促進 

＜町の概況＞ 

・日光例幣使道の宿場町として栄えた玉

村宿 

・関所、渡船場があって交通の要衝であ

った五料宿 

＜景観特性＞ 

・商家建築物などが宿場町としての往時

の面影を残す街並み 

・関所跡などの歴史的景観資源の集積 

＜阻害要因＞ 

・現代風建築物への転換の進展 

＜景観課題＞ 

・商家建築物などの往時の面影を残す建造物の保全 

・歴史文化と調和した街並みの形成 

・歴史的景観資源を活かした景観づくり 
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 ○古墳などの史跡や社寺の保全・活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「つくる(創出)」視点からみた景観課題 

 ○まちの拠点となる景観の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○良好な幹線道路沿道景観の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町の概況＞ 

・多くの古墳が分布 

・地域の心の拠り所となっている社寺が

広く分布 

＜景観特性＞ 

・平坦な地形のアクセントとなっている

古墳の孤丘 

・特色のある祭りの舞台となる社寺建築

物 

＜景観課題＞ 

・古墳などの史跡の保全 

・祭りなどの伝統行事・芸能の保存・継承 

＜町の概況＞ 

・鉄道駅がなく、町の核・拠点が見いだ

しにくい都市構造 

・商店などの減少に伴う賑わいの低下 

＜上位関連計画＞ 

・高崎玉村スマートイン�ー�ェンジを

活かしたまちづくり 

・道の駅玉村宿を活かしたまちづくり 

＜景観課題＞ 

・町の玄関口、交流の場、町の魅力の発信基地などの多面的な機能を有する道の駅玉

村宿を中心とした、魅力ある拠点景観の創出 

＜町の概況＞ 

・交通の主軸となる東毛広域幹線道路

(国道 354 号)の開通 

＜上位関連計画＞ 

・東毛広域幹線道路(国道 354 号)を活

かしたまちづくり 

＜景観課題＞ 

・沿道の桜並木などを活かした道路景観の創出 

・沿道における適切な土地利用・建築物立地の誘導 

・周囲の山並みへの眺望を損ねる建築物などの立地の抑制 
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 ○落ち着きややすらぎの感じられる住宅地・集落の景観の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「よいものにする(改善)」視点からみた景観課題 

 ○空き家・空き店舗などの有効活用や適切な管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○周辺と調和した土地利用の誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町の概況＞ 

・面的な整備と地区計画による良好な住

宅地形成が進む文化セン�ー周辺 

・市街化調整区域にも広く住宅地・集落

が分布する土地利用構成 

＜景観特性＞ 

・市街化調整区域に広がる田園風景と宅

地が混在する景観構成 

＜住民意向＞ 

・落ち着きややすらぎへのニーズが高

い、景観のあるべき将来イメージ 

＜景観課題＞ 

・周辺の景観に調和した土地利用や建築物の適切な誘導 

・緑化の促進や落ち着き・やすらぎを損ねる建築物などの立地の抑制 

＜町の概況＞ 

・人口の減少 

・商店や売場面積の減少 

＜阻害要因＞ 

・空き家・空き店舗の増加による活気や

賑わいの低下 

＜住民意向＞ 

・阻害要因として多くの住民が認識 

＜景観課題＞ 

・空き家・空き店舗の適切な維持管理策の検討 

・空き店舗などの有効利用策の検討 

＜町の概況＞ 

・休耕地の発生 

＜阻害要因＞ 

・休耕地の発生による田園風景の変化 

・農地と一体となって構成される山並み

への眺望景観の魅力の低下 

＜景観課題＞ 

・農業振興による農地の保全、休耕地の適切な管理 

・作業場や資材置き場などの低利用地における景観的な配慮の促進 
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 ○屋外広告物の適切な誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○周辺と調和しない建築物や工作物などの抑制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「そだてる(育成)」視点からみた景観課題 

 ○住民の景観に対する意識の醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜町の概況＞ 

・東毛広域幹線道路(国道354号)の開通

や高崎玉村スマートイン�ー�ェンジ

の設置などによる来訪者の増加 

＜阻害要因＞ 

・主要な幹線道路沿道に設置される屋外

広告物・自家用広告物による景観の阻

害 

＜景観課題＞ 

・良好な景観が形成された区域などにおける屋外広告物の設置の抑制や大きさ・色彩

などの適正な誘導 

・歴史的景観が残る区域において、その魅力を高める自家用広告物などの誘導 

＜町の概況＞ 

・年間 200 件程度に達する建築着工 

・大規模な工場・流通施設の立地 

＜阻害要因＞ 

・携帯電話の基地局や太陽光パネルの増

加などへの懸念 

・工場などの大規模な建築物 

＜景観課題＞ 

・周辺の良好な景観を損ねるおそれのある建築物や工作物の修景と、景観的な配慮の

促進 

＜景観課題＞ 

・景観への誇り・愛着や関心を活発な景観づくり活動へつなげるための取り組みの検

討 

＜住民意向＞ 

・景観への誇り・愛着があり、景観へも高い関心 
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 ○住民の主体的な景観づくりを促す仕組みづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜景観課題＞ 

・住民の主体的な取り組みを支援する仕組みの検討 

・住民相互、住民と行政の連携・協働による景観づくりに向けた体制の構築 

＜住民意向＞ 

・景観づくり活動などへの支援や話し合いの場・機会に対する高いニーズ 


